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岐阜県とカナダとのホストタウン交流推進にかかる学校連携事業

岐阜県清流の国推進部地域スポーツ課



１．共生社会の推進

実施校 実施日 実施内容

富田高校（全校822名） R4.6.23 〇パラリンピアンの講演会及び競技体験
車いすバスケ女子日本代表
網本麻里選手

各務原市立旭ヶ丘小学校
（6年生57名）

R4.7.7 〇パラリンピアンの講演会及び競技体験
パラ陸上日本代表
石田駆選手

垂井町立府中小学校
（4年～6年114名）

R4.7.11 〇パラリンピック競技体験及びパラリンピ
アンとバリアフリーを学ぶ
※所属のあいおいの連携事業
（岐阜スゥープス参加）

車いすバスケ男子日本代表
秋田啓選手

＜学校独自手配＞

岐阜市立長良中学校
（全校328名）

R4.9.3 〇パラリンピアンを支える企業の講演会
及びパラリンピアンの講演会と体験
（企業）

橋本エンジニアリング（株）
橋本社長（競技用車いすを開発）

（アスリート）
パラ陸上日本代表 石田駆選手

実施校 実施日 実施内容

各務原市立緑苑小学校
（5年生、6年生計48名）

岐阜市立長良西小学校
（4年生100名）

R4.10.14 〇視覚障がい者体験及びパラ競技
（ゴールボール）体験
ゴールボール日本代表
田口侑治選手

岐阜市立三里小学校
（5年生127名）

R4.10.17 〇パラ競技（ボッチャ）体験
日本ボッチャ協会

岐阜市立島中学校
（陸上部20名）

R4.10.19 〇パラリンピアンの講演及び競技体験
パラ陸上日本代表
石田駆選手

中津川市立神坂中学校
（全校35名）

R4.10.21 〇パラリンピアンの講演及び競技体験
車いすバスケ女子日本代表
網本真理選手

岐阜市立三里小学校
（5年生127名）

R4.11.15 〇パラリンピアンの講演及び陸上教室
パラ陸上日本代表
石田駆選手

岐阜市立長良西小学校
（2年生110名）

R4.11.18 〇パラ競技体験

（ブラインドサッカー）

【各学校におけるパラリンピアンとの交流・パラスポーツ体験】



実施校 実施日 実施内容

中津川市立神坂中学校
（全校35名）

R4.11.30 〇パラ競技日本代表トレーナーの講演
シッティングバレー女子日本代表
有方トレーナー

＜学校独自手配＞

各務原市立緑苑小学校
（5年生、6年生計48名）

R4.12.8 〇パラリンピアンの公演及び陸上体験
パラ陸上日本代表
石田駆選手

岐阜市立長良西小学校
（6年110名） R4.12.9 〇パラ競技（ブラインドマラソン）体験

ブラインドマラソン
リオパラ日本代表 近藤寛子選手

県立岐阜商業高等学校
（国際コミュニケーショ
ン学科41名）

R4.12.13 〇パラリンピアンの講演及び
パラ競技（ゴールボール）体験

ゴールボール日本代表
田口侑治選手

実施校 実施日 実施内容

岐阜市立島中学校
（2年189名）

R4.12.15 〇パラリンピアンを支える企業の講演
（株）松永製作所 寺倉氏、廣瀬氏
※競技用車いすの製作会社

〇パラ競技選手による講演、競技体験
岐阜SHINE （車いすﾊﾞｽｹﾁｰﾑ）
池戸選手

中津川市立神坂中学校
（全校35名）

R4.12.20 〇パラ競技（パラバレーボール）体験
女子日本代表 真野嘉久監督
西家道代主将、菊池智子選手

＜学校独自手配＞

関市立旭ヶ丘小学校
（6年57名）

R4.12.22 〇パラリンピアンの講演会及び競技体験
元ゴールボール日本代表
中嶋 茜 氏
岐阜県ゴールボール協会
水野 慎治 氏

※国際パラリンピック委員会公認教材「I’m POSSIBLE」を事前学習に利用



２．カナダとのホストタウン交流への理解促進

〇 各学校において、独自に取組みを実施

・カナダ大使館が作成した小学生向け学習教材の使用
（緑苑小学校からの要望により大使館に依頼）

・児童、生徒による独自学習

※岐阜県から提供できるコンテンツ
  ・カナダ県人会（カナダに住む岐阜県人）による講演（オンライン）
  ・大使館職員への講演や資料提供の依頼
  ・2021年カナダ陸上、パラ陸上チームとの交流実績資料（HPにも掲載）

〇 カナダ県人会の協力によるカナダ人とのオンライン交流

・トロントの語学教室を営んでいる日本人講師を紹介いただき、講師の活動仲間であるカナダ人
（２０代～３０代）２名とのオンライン交流を実施

緑苑小学校（６年生２３名）、神坂中学校（全校３５名）
（実施内容）
・カナダ人の方からの自己紹介（英語・スライド有）
・生徒が作成したスライドを英語で発表
（自分の街や文化などの紹介、カナダの好きなところを伝えるなど）

・カナダ人からの質問
・生徒たちからの感想
・写真撮影



３．カナダとのホストタウン交流の取組み
【カナダ選手とのオンライン交流】

・県立岐阜商業高校（国際コミュニケーション科 約２０名が参加）

岐阜県での事前合宿に参加していた、東京2020オリンピック競技大会 50Km競歩銅メダリ

ストのエバン・ダンフィー選手とオンライン交流を実施

※カナダ陸連側と交渉を重ねたが、他のオンライン交流の実現は出来なかった

※今後は、年１，２回程度のオンライン交流を打診し、イベントとしての実施を検討

【カナダチームへの応援動画】

・カナダ陸上チーム（AthleticsCanada）への応援動画を作成し、県の公式SNS及びYouTubeへ掲載

・参加校６校（うち１校は独自で撮影・SNS掲載なし）

・カナダ陸上及びパラ陸上チームから、「素晴らしい！ありがとう！」、「次のトレーニングキャン

プで選手に紹介して、選手の動画を撮影するよ」といった連絡がありました。

・選手、コーチなども「いいね」をしてくれていました。

※岐阜県からの応援がチームに届き、今後の交流継続・発展に向けて大きな成果となりました。
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